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高
齢
化
社
会
に
備
え
て

　
老
人
は
長
年
に
わ
た
つ
て
、
社
会

の
進
展
に
寄
与
し
て
き
た
者
と
し
て

敬
愛
さ
れ
、
ま
た
健
全
で
安
ら
か
な

生
活
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
老
齢
人
□
の
増
加
、

親
族
扶
養
の
減
退
、
老
人
を
と
り
ま

く
社
会
環
境
の
複
雑
化
な
ど
、
ま
た

老
齢
に
と
も
な
う
身
体
的
、
精
神
的

ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
ブ
を
有
す
る
老
人
の

お
か
れ
る
地
位
は
、
ま
す
ま
す
き
び

し
く
複
雑
化
を
加
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
老
人
の

福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に
、
健
康
診

査
の
実
施
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
派

遣
、
老
人
ク
一
フ
ブ
の
育
成
な
ど
が
強

化
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
も
、
老
人
の
住
み
や
す
い

明
る
い
家
庭
を
築
く
た
め
に
、
努
め

ま
し
よ
う
。

誰
に
も
避
け
ら
れ
な
い
老
後

す
す
ん
で

　
ク
ラ
ブ
に
参
加

　
　
　
　
　
　
孤
独
を
解
消

C．

　
わ
た
し
た
ち
、
だ
れ
し
も
老
へ
に

な
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
老
後
を
ど
の
よ
う
に
過
し
て

ゆ
く
か
、
こ
れ
は
だ
れ
も
が
考
え
な

最高齢者の佐藤よしさん

く
て
は
な
ら
な
い
、
難
し
い
間
題
で

す
。

　
い
ま
老
人
の
中
で
、
生
き
が
い
を

持
っ
て
い
る
方
が
何
人
い
る
で
し
よ

う
か
。
人
口
の
都
市
集
中
化
と
扶
養

ウ
融
の
減
退
、
核
家
族
化
な
ど
に
よ

り
、
老
人
の
大
半
は
孤
独
で
さ
び
し

い
毎
日
を
過
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
の
は
、
た

だ
市
だ
け
で
な
く
老
人
自
身
、
家
族
、

地
域
社
会
な
ど
が
総
ぐ
る
み
で
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
年
寄
り
は
、
何
の
目
的
も
持
た

ず
、
た
だ
何
と
な
く
家
庭
の
中
に
引

き
こ
も
り
が
ち
で
す
が
、
自
分
か
ら

進
ん
で
社
会
に
参
加
し
、
孤
独
を
解

消
す
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
ま
わ
り
の
人
も
、

お
年
寄
り
が
社
会
に
出
や
す
い
よ
う

な
場
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
何
ん
の
低
抗
も
な
く
参
加
で
き
る

場
と
し
て
、
高
齢
者
学
級
を
は
じ
め
、

老
人
ク
一
フ
ブ
、
老
人
い
こ
い
の
場
な

ど
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

　
老
人
ク
ラ
ブ

　
お
年
寄
り
自
身
が
、
仲
間
と
楽
し

く
過
ご
す
た
め
、
市
内
に
六
十
三
の

老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ク

ラ
ブ
は
会
員
組
織
で
、
女
六
十
歳
、

男
六
十
五
歳
以
上
の
方
な
ら
だ
れ
で

も
会
員
に
な
れ
ま
す
。
入
会
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
各
地
区
の
老
人
ク
ラ

ブ
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
者
学
級

　
同
世
代
の
人
が
集
ま
り
、
健
康
、

（

の交通安全運動
　　　9月2■日～9月30日

老人と子どもを
交通事故から守りましょう

2

時
事
、
郷
土
史
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
、

お
互
い
の
親
交
を
は
か
り
な
が
ら
勉

強
す
る
も
の
で
す
。

　
老
人
の
い
こ
い
の
場

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
お
年
寄

り
の
方
が
、
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
げ
る

よ
う
な
場
と
し
て
設
け
た
施
設
で
、

六
十
五
歳
以
上
の
方
は
無
料
で
利
用

で
き
ま
す
。

市
内
最
高
齢
者
は

　
　
　
満
百
歳

平
間
な
つ
の

小川菊渡石
室村地辺川

みはか志せ
ゑなのんい

根
来
志
可
の

奥
山
す
げ
し

佐
藤
　
又
蔵

上
西
　
ち
可

佐
久
間
藤
七

斎
　
　
九
＋
二
歳

福
　
岡
　
九
十
二
歳

中
　
町
　
九
十
二
歳

鷹
　
巣
　
九
十
二
歳

長
　
町
　
九
十
二
歳

福
　
岡
　
九
十
二
歳

清
水
小
路
九
十
二
歳

南
小
路
　
九
十
二
歳

福
　
岡
　
九
十
二
歳

本
町
　
九
＋
二
歳

外
北
小
路
九
十
二
歳

（
明
治
十
七
年
生
れ
）

斎
藤
け
さ
よ

早
坂
　
た
け

佐
藤
　
ま
さ

佐
藤
　
ま
さ

菊
地
　
佐
造

佐
藤
　
ナ
ヲ

日
下
は
る
よ

曳
地
貞
治
郎

山
村
　
よ
ね

佐
久
間
と
め

阿
部
と
め
よ

嚢韓靴糎謙
粋粋辮奎粋粋
歳歳歳歳歳歳歳む歳歳歳歳

森
田
　
ソ
デ

佐
藤
　
ト
ミ

梶
川
　
ゑ
ん

平
間
き
よ
の

佐
藤
　
繁
治

角
張
　
な
み

多
田
　
三
郎

八
巻
忠
治
郎

高
橋
　
と
め

小斎福大白番斎越銚
　　　鷹　　　　子
原川岡沢川丁川河ケ
　　　　　　　　森
九九九九九九九九九
十十十十十十十十十
歳歳歳歳歳歳歳歳歳

　
　
　
　
　
（
明
治
十
九
年
生
れ
V

（
姓
鷹
醍
熱
講
民
課
調
べ
）

佐
藤
　
よ
し

村
上
　
と
く

鈴
木
茂
次

村
上
　
と
く

山
谷
　
ま
し

佐
藤
は
る
よ

鹿
又
よ
し
の

門
馬
　
す
ゑ

中
村
　
も
ん

長
谷
川
み
ち
よ

安
藤
　
は
な

岩
松
　
い
し

加
藤
　
は
る

山
本
　
や
す

島
貫
ま
つ
の

村
上
　
　
茂

大
鷹
沢
　
百
　
　
歳

（
明
治
九
年
生
れ
）

後
小
路
　
九
十
八
歳

福
　
岡
　
九
十
八
歳

（
明
治
十
一
年
生
れ
）

斎
川
九
十
七
歳

（
明
治
十
二
年
生
れ
）

福
　
岡
　
九
十
六
歳

（
明
治
十
三
年
生
れ
）

越
　
河
　
九
十
五
歳

福
　
岡
　
九
十
五
歳

（
明
治
十
四
年
生
れ
）

福
　
岡
　
九
十
四
歳

長
　
町
　
九
十
四
歳

（
明
治
十
五
年
生
れ
）

兀
　
山
　
九
十
三
歳

堂
場
前
　
九
十
三
歳

（
明
治
十
六
年
生
れ
）

小
原
九
十
二
歳

葛
西
丁
　
九
十
二
歳

北
寺
前
　
九
十
二
歳

白
　
川
　
九
十
二
歳

大
平
九
十
二
歳

9月■0日下水道促進デー

をギ　ア　ぬ　

　おぎ攣鎌漁鉱驚φ夢
撃脚騨騨蜘

　日常生活で生じる家庭の汚水や営業排水工場排水等

を道路の下にうめた下水道管に流し込み、この汚水を

きれいな水に化学的に処理して川に放流してやる施設

です。

　白石市でも文化的な生活が出来るように昭和50年度

より下水道事業を始めました。

を受けて国からは補助金や起債

叢｝

　
き
ょ
や
　
　
も
を

馴

ゆ

必『砧

蓋　用
ロロ＝冨コ

自石市下水道の

　建設と財源の仕組み

費蝕　　　　　　　住民から使
　　　　　　　誓などを
　　　　　　　いただぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
月
誌

　
　
　
　
　
　
　
閥
燭

　
　
　
　
　
　
　
運
転
管
理
し
て

む．

、．，蔀建
、
協
’
・
イ
’
．
水

鐘
．

　文化財めぐり参加者募集

　　9月5日　丸森コース
市役所8：00→百々石公園→不動尊公園→松沢山
光明院→旗巻古戦場→金山城跡→台町古墳→白石

着16130
参加対象・募集人員小学校5年生以上の市民25名

参加料1，000円
申込み9月4日まで
　市教育委員会社会教育課厭⑤2111（内線）411

第3回　東北総合体育大会蔵王連峰
　　　　　　　　　　　　　9月10日
　　山岳競技～13日
・㍊難轍暑騨
　主管：宮城県山岳連盟第3回東北総合体育大会
　　　白石市実行委員会
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．
彦

鯉吻讐
、

欝

　選脚

い
驚
，
．
撫
題
、

贈蓬
琴

妥躍
陣

噸』暴力追放都市、白石に
　　防犯協会連合会発足，，

　犯罪のない住みよい白石をつくるた

め、犯罪を予防し、警察活動に協力す

るために、白石、越河、斎川、大平、

大鷹沢、白川、鎌先、深谷、小原各防

犯協会を一丸とした、白石市防犯協会

連合会（会長中幡操）が発足しました。

　まず、夏の防犯活動から始め、青少

年の非行化防止に活躍をしておレ）ます。

市民のみなさんのより一層のご協力を

呼びかけています。

一一街毒麺題一一一一…一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　“200歳までも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長が生きしてネ，，

　　　　　　　　　　　　　　大鷹沢大町地区子供会々員9名が、
　　　　　　　　　　　　　白石市の最高齢者佐藤よしさん（100歳）

　　　　　　　　　　　　　に、自分たちで作った七夕飾りを贈り

　　　　　　　　　　　　　ました。
　　　　　　　　　　　　　　子供達は“おらの部落のおばんちゃ
　　　　　　　　　　　　　んにもっと長が生きしてもらおう，，と

　　　　　　　　　　　　　夏休みを利用して、折り鶴や短冊で七
　　　　　　　　　　　　　夕飾りを作り、短冊一には“200歳まで

鷺艦毅

　
㌧
鉾
亡

贈
罐ん轍

廿

鋤、　
げ
『

一
明
冶
の
史
跡
め
ぐ
サ
　
⑥

　
表
紙
写
真
は
、
白
石
市
図
書
館
東

に
あ
る
明
治
九
年
、
十
四
年
の
二
度

　
　
　
　
　
　
　
ご
あ
ん
ざ
い
し
ょ

に
わ
た
る
明
治
天
皇
御
行
在
所
記
念

碑
で
あ
る
。
市
内
に
は
こ
の
外
に
越

河
石
川
家
と
斎
川
島
貫
家
に
御
小
休

所
の
記
念
碑
が
あ
る
。
な
お
、
馬
牛

沼
の
御
野
立
所
記
念
碑
も
あ
っ
た
が
、

昭
和
三
十
六
年
の
国
道
改
修
に
際
し

道
路
が
切
り
下
げ
ら
れ
、
そ
の
所
在

が
は
っ
き
り
し
な
く
な
っ
た
。

　
維
新
戦
争
で
賊
軍
と
さ
れ
打
撃
を

受
け
て
い
た
東
北
地
方
の
民
情
御
視

察
の
聖
旨
を
受
け
て
、
八
年
か
ら
そ

の
準
備
が
始
ま
り
、
白
石
城
下
町
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ヤ
フ
き
よ

越
河
や
斎
川
の
街
路
中
央
の
溝
渠
を

埋
め
て
四
間
の
道
幅
一
ぱ
い
馬
車
を

通
す
よ
う
広
く
し
た
。
又
白
石
川
の

橋
も
今
ま
で
の
小
土
橋
を
、
木
造
大

橋
に
造
り
替
え
、
行
在
所
に
な
る
旧

代
官
所
の
小
学
校
の
一
棟
を
全
部
座

敷
造
に
改
造
し
た
。

　
九
年
六
月
二
十
二
日
と
十
四
年
八

月
十
日
に
は
御
座
所
近
く
の
鵯
概
の

あ
る
庭
の
池
に
白
鳥
を
放
っ
て
旅
情

を
お
慰
め
申
し
、
夜
空
に
花
火
を
あ

ち
ょ
う
ち
ん

げ
提
燈
行
列
を
催
す
な
ど
空
前
の
賑

わ
い
だ
っ
た
。
二
百
五
十
名
か
ら
四

百
名
礁
養
の
中
に
は
奎
大
将

の
名
が
見
え
、
第
一
次
に
は
岩
倉
、

木
戸
、
大
久
保
、
大
隈
な
ど
の
元
勲

明
治
天
皇
御
巡
幸
の
頃

明
治
天
皇
御
駐
躁
碑
白
石
市
史
編
纂
委
員
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墨
い

　
　
　
　
　
　
沼
　
寅
治

の
外
、
宮
内
大
臣
、
侍
従
長
以
下
の

顕
官
、
第
二
次
に
は
北
白
川
宮
、
有

栖
川
宮
を
初
め
、
大
隈
、
大
木
、
黒

田
な
ど
の
参
議
、
大
山
大
将
、
宮
内

大
臣
、
侍
従
長
、
警
視
総
監
な
ど
の

高
官
が
、
白
石
の
新
町
か
ら
中
町
ま

で
の
三
十
数
軒
の
民
家
に
宿
泊
し
、

新
文
化
が
広
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
九
年
に
は
馬
牛
沼
か
ら
斎
川

　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
し

島
貫
家
ま
で
の
坂
路
を
御
輿
で
通
ら

れ
た
が
、
そ
の
外
は
六
頭
仕
立
て
の

さ
ん
ぜ
ん

燦
然
た
る
御
召
馬
車
に
乗
ら
れ
、
騎

乗
の
高
官
や
官
兵
に
護
ら
れ
た
天
皇

は
、
十
四
年
に
は
改
修
さ
れ
た
斎
川

甲
冑
堂
後
の
鍵
鷺
ガ
難
所
も
、
新
館

山
道
に
代
っ
て
開
か
れ
た
新
道
を
も

難
な
く
通
り
ぬ
け
ら
れ
、
天
皇
万
歳

の
声
は
町
中
に
あ
ふ
れ
た
。
明
治
九

年
に
馬
車
・
人
力
車
・
カ
メ
ラ
・
装

身
具
・
西
洋
料
理
用
器
具
な
ど
当
時

の
新
文
化
に
接
し
白
石
地
方
の
文
化

は
｝
段
と
開
け
始
め
た
の
で
あ
る
。

　
有
志
丁
が
無
い
当
時
、
仙
台
か
ら

の
入
口
だ
っ
た
新
町
や
短
町
に
は
旅

館
や
料
理
屋
が
あ
り
、
人
力
車
は
六

町
で
百
台
も
人
を
乗
せ
て
動
い
て
お

り
、
仙
台
東
京
間
の
乗
合
馬
車
も
仙

台
万
里
軒
に
よ
っ
て
運
行
さ
れ
、
東

京
の
新
聞
も
読
ま
れ
る
な
ど
、
時
代

は
急
速
に
変
り
つ
つ
あ
っ
た
。

5



印鑑証明

代
理
人
で
も
委
任
状
不
要

い
ま
登
録
制
に

　
　
　
　
　
　
切
替
中
で
す

　
す
で
に
前
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
し
た
、
市
の
印
鑑
登
録
と
証
明
に

関
す
る
条
例
が
改
正
さ
れ
、
今
月
一

日
か
ら
切
替
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
登
録
さ
れ
た

方
に
は
、
一
連
番
号
の
つ
い
た
「
印

鑑
登
録
証
」
が
交
付
さ
れ
、
次
回
か

ら
印
鑑
登
録
証
明
書
が
必
要
な
と
き

は
、
こ
の
登
録
証
を
提
示
す
る
だ
け

φ御創

1筋紹介
　　　　　軸鞍

麟

で
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
本
人
で
も
代
理
人
で
も

同
じ
こ
と
で
、
実
印
を
持
っ
て
く
る

必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
だ
登
録
証
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
し

て
「
印
鑑
登
録
証
」
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

蔓．謹塾

電話を通じ、豊かなコミュニケーシ
ョン社会をめざす・…・白石沖電気

　
　
　
秋
の
市
内
｝
斉
消
毒
を

　
　
実
施
い
た
し
ま
す
。
消
毒

＝
に
際
し
ま
し
て
は
茨
の

施
こ
と
に
注
意
し
て
ー
だ
さ

実
い
．

　
　
▽
　
火
気
の
あ
る
場
所
で

毒
使
用
し
な
い
こ
と

肖
▽
食
器
飼
料
、
お
も
ち

ξ
’斉

薩
郊
嘆
爆
を
直
接

一
▽
消
善
従
事
す
る
方

の
野
豫
マ
ス
ク
を
用

秋
▽
消
毒
作
業
が
終
っ
た

＝
な
ら
ば
、
石
鹸
水
で
顔

　
　
　
手
、
足
を
よ
く
洗
う
こ

　
　
　
と

i　㊥白石沖電気秣式倉杜　i
もで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

1　　　白石市福岡蔵本字一本木3－3　　　1
ら　二几　　　一』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸
』　故　　　－　昭和47年10月

1資本金、億円　　　　　　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸
1　取締役社長　成　川　　尚　　　　　　　　　　　　l

l　従業員数　男子130名、女子170名、計300名　　　1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
1主要製品プッシーホン電話機（電電公社向）・l
l　　　　　　　　　　　鉄道沿線電話機（国鉄向）、　　l

l　　　　　　　　　　キーテレホン（海外輸出向）、　l

l　　　　　　　　　　　電話交換機部品組立、日本　　！

1　　　　　　　　　　　警備保障株式会社警報装置、　1

！　　　　その他（各種継電器．特殊電l
l　　　　　話機）　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　，㍉ひ、II閣・rひ、即brひ一”hひ、劇hひ．副1・rひかrひ．II険rひ，ゆrひ瀞．ひ、馳．ひ，鹸rひ慶rひゆ噸臣ゆrひψ．o』瀞．9』“．ひψrひ誘

昭和51年度第3回一斉消毒日程

　　　　　　　　実　　　　　　施　　　　　　　区

滝上、滝下、尾箆、上原、鎌先、弥治郎、大網、芹沢、八宮

南町、田町、本町、中町、長町、亘理町、短ヶ町、新町、西益岡、中益岡、
東益岡、福岡沖

東、北、南、西下、西上、山根、下原、山の下

沼、川原子、不忘、蔵王、三住

清水小路、寿町、柳町、本郷第1・2・3・4、鷹巣、郡山、上郡山、小下倉

地区

福岡

月日

　11

白石12

福岡

福岡

白石

13

14

19

実施日

全区
全区
全区
全区
全区
全区

地区

白川

越河

斎川

大平

大鷹沢

小原

月日

9．5

　6

　7

　8

　9

　10

交
通
事
故

①
暇
い
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
大
（

　
毎
日
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ

う
に
と
願
わ
な
い
入
は
い
な
い
で
し

ょ
う
。
そ
れ
で
も
悲
し
い
事
故
は
、

一
向
に
減
る
こ
と
な
く
、
増
え
続
け

て
お
り
ま
す
。

　
交
通
規
則
を
守
っ
て
、
歩
道
を
歩

い
て
い
て
も
、
い
つ
無
暴
な
車
が
歩

道
に
飛
び
込
ん
で
く
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
先
日
、
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う

と
、
手
を
あ
げ
て
い
る
子
、
三
台
目

の
車
が
や
っ
と
止
っ
て
く
れ
た
。
そ

の
時
反
対
方
向
か
ら
来
た
車
が
、
も

の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
通
過
し
て
行

き
ま
し
た
。
私
は
た
だ
あ
然
と
す
る

ば
か
り
で
し
た
。
な
ん
と
無
暴
な
運

転
を
す
る
人
で
し
ょ
う
。

　
私
も
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
一
員
と

し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
子
供
達
の

“
命
μ
“
ほ
ほ
え
み
”
を
た
や
す
こ
と

な
く
守
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
と
、
安
全
運
転
に
心
が
け
ハ

ン
ド
ル
を
握
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
達
ド
ラ
イ
バ
ー
］
人
一
人
が
交

通
規
則
を
守
り
運
転
し
た
な
ら
ば
、

事
故
は
半
減
す
る
の
で
は
な
い
で
し

よ
う
か
。

　
今
日
も
、
元
気
に
学
校
へ
出
か
け

て
行
く
、
幼
い
子
た
ち
の
安
全
を
願

い
「
車
に
気
を
つ
け
る
の
よ
」
と
声

を
か
け
る
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

6

．
ギ

　白石市の人口
　　　　　8月1日現在
人口　41，360人

男20，127人
女21，233人
帯数　10，003世帯

総

世

婦
躍
頻
認
囲
生

　
　
　
　
　
　

く
顯
盛
人
道
栽

働
　
　

読
老
書
盆
民
詩
茶
勤
辮
裏

一
　
　
を

　
茶
料
習
本

人の家一
8華　　　道4・18
8料　　理（日）5・19

5着牛勿着　f寸11925

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
の
　
の
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む

『
8
墓
7
南
髭
の
3
四
縄
認
麗
器
紹

一
　
．
，
．
、
9
ム
逸
召
遭
4
4
4
4
1
4
4
4
4
曹
遭

タ
7
1
1
0
1
0
2
［
唱
弱
覗
つ
船
船
沮
覗
つ
つ
船
咀
ワ
盟

ン
　
　
　
　

ホ
6
7
7
2
3
3
4
7
2
2
3
4
2
1
6

セ
碁
花
謡
曲
道
年

　
　
　
　
　
謡
　
少
流
流
理
坊
流
道
裁
ス
ス
一
謡
一
ン

ネ
：
吟
鞠
傷
緯
タ
ポ

一
　
　
一
鑑
諾
　
窒
イ
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
日
茶
料
華
華
剣
和
フ
社
ス
民
ギ
ピ

目

群さ確伽略髄
』ど縮用漢字28掌鋤露

　お子さんの名前に、用いること

のできる人名用漢字28字が追加に

なりました。

　従来は「当用漢字表」と「人名

用漢字別表」に限られておりまし

たが、内閣告示により次の漢字を

使うことが出来るようになりまし

旭
瑠
芙
鮎

悠
渚
耶
隼

怜
沙
翠
阿

喬
梨
絢
那

冴
梢
紘
藍

允
梓
紗
葵

佑
杏
瞳
茜

ゴールデー＜こソレて

園児に灘謄

　市立保育園父母の会連絡協議会

（会長山田明生）会員がゴールデン

シールを持ちより、4万5干円の
シールが集まりました。このシー

ルで扇’風機（8台）を購入し、各保

育園に贈1）ました。園児は涼風の

中で午睡が出来ると喜んでおりま
す。

の相談今月

　場　　　　所

市役所市民相談室

市役所第2会議室

市　役　所

市役所福祉事務所

市　役　所

市役所福祉事務所

小原出張所

時　　　　問

10：00～12：00

10：00～12：00

10：00～15：00

10：00～12：00

10：00～12100

13：00～15：00

13：00～15：00

相談日

　　6

6・16・25

　　22

7・21
　　6

　　1

　24

相談区分
行　政　相　談

定期生活相談
社会保険相談
高齢者職業紹介

人権擁護相談
補聴器巡回サービス

〃

なみ

のん

図
書
館

成
人
む
き
新
刊
図
書

㌃一手をつなぐ親の会・

県大会16日白右市で開催

　第21回手をつなぐ親の会宮城県

大会が、白石市民会館において開

催されます。

　この大会は、県内各地よ1）、ち

えおくれの子をもつ親たちや、こ

の子らに関係のある機関、団体及

び一般理解者が集まり、悩みや、

問題について話し合い、教育、福

祉の拡充強化を図るため開かれま

す。市民の皆さんのご協力をお願

いいたします。

　〉日　時　9月16日　9：30～

　レ場　所　白石市民会館

輝ケ麟爆僻

　県住宅の購入希望者を募集して

います。

〉募集戸数　木造6戸

〉所在地　　白石市緑ヶ丘1丁目地木
白
内
碧
釜
譲
欝
へ

），588干円一9，170

・円

13m2～254m2

1mZ～56m3
i渡代金の支払方法

ついては、建設課
5－2111内線24！番）

レ分譲価格

1〉土地面積

〉建物面積

〉その他

みやぎ手帳、昭和52

　予約受付中　　年版

　　頒価1部250円
申込〆切　9月11日まで
申込先　市役所秘書企画課
　　　　（盈5－2111（内）327）

白
石
市
史
考
古
資
料
篇
白
　
石
　
市

白
石
城
下
町
人
譜
　
　
阿
子
島
雄
三

地
図
は
さ
そ
う
　
　
　
堀
　
　
淳
　
｝

新
し
い
特
許
の
実
務
　
市
橋
　
　
明

病
気
と
は
な
に
か
　
　
豊
倉
　
康
夫

開
町
二
十
周
年
史
（
札
幌
）
福
井
昇

愛
の
詩
、
母
さ
ん
よ
り
早
く

死
に
た
い
　
　
　
　
　
水
村
　
一
美

昭
和
史
と
と
も
に
仙
台
市
電

　
　
　
　
　
　
　
仙
　
台
市

ア
ル
プ
ス
と
人
　
　
　
松
方
　
三
郎

宇
宙
の
知
性
体
　
フ
ッ
ク
ス
W
・
R

日
本
の
黒
幕

　
（
小
佐
野
賢
治
の
巻
）
新
日
本
出
版

幼
児
救
急
箱
　
　
　
　
村
松
　
博
雄

妊
婦
タ
ブ
ー
集
　
　
　
野
末
　
源
一

石
の
庭
つ
く
り
方
実
例
吉
河
　
功

幼
児
の
音
楽
性
を
伸
ば
す
法

　
　
　
　
　
　
玉
岡
　
忍

家
庭
電
気
・
機
械
　

久
世
栄
［

男
の
リ
ズ
ム
　
　
　
　
池
波
正
太
郎

世
界
の
ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
日
本
放
送

み
や
ぎ
の
郷
土
料
理
　
県
食
改
善

ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ
　
芹
沢
　
勝
彦

赤
ち
ゃ
ん
相
談
室
　
　
笠
　
井
　
和

ア
フ
ガ
ン
あ
み
の
基
礎
真
田
　
武
夫

地
名
苗
字
の
起
源
　
　
鈴
木
　
武
樹

寿
命
を
決
定
す
る
も
の

　
　
　
　
バ
ー
ネ
ッ
ト
F
・
M

草
の
根
ア
メ
リ
カ
　
ロ
バ
ー
ツ
・
」

東
南
ア
ジ
ア
パ
ン
ド
ブ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
松
本
重
治

江
藤
淳
著
作
集
　
　
　
講
　
談
　
社

川
波
抄
　
　
　
　
　
円
地
文
子

急
行
出
雲
　
　
　
　
　
鮎
川
　
哲
也

恐
る
べ
き
食
品
汚
染
　
武
者
宗
一
郎
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健石直力ゆシ瘍弩』
日

1

2

6

7

8
9

13

糾

14

16

20

22

22

27

28

行事内容
健康　相　談
妊　婦　教 ｛

至

3カ月児検診

健康　相　談

妊婦教　室
健　康　相　談

妊　婦教　室

12カ月児検診

3カ月児検診

健康相　談
妊　婦教　室
健　康　相　談

妊　婦　教　室

健　康　相　談

妊　婦教　室

6カ月児検診
健　康　相　談

妊　婦　教　室

6カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　教　室

健　康　相　談

妊　婦　教　室

3歳6カ月児検診

受付時問

9＝30～11：30

13：00～14：00

13：00～13：10

9＝30～11：30

13：00～14＝00

9：30～11：30

13：00～14＝00

13＝00～13：10

13＝00～13：10

9：30～11：30

13：00～14：00

9；30～ユ1：30

13：00～14：00

13：00～15＝00

13：00～13：10

9＝30～13：30

13：00～13：10

9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

12：30～13：00

実施場所

大鷹沢公民館

白石保健所

白－石市役所

越河出張所

市　民　会　館

白石保健所

大平公民館

白川公民館

小原元診療所

市　民　会　館

三　住　農　協

婦人ホーム

市　民　会　館

福　岡　分室

斎川公民館

白石保健所

対 象 者

大鷹沢地区の方

該当者で通知のないときは衛生課に連絡下さい

白石地区の方

越河地区の方

昭和50年8月出生の方

該当者で通知のないときは衛生課に連絡下さい

大平地区の方

白川地区の方

小原地区の方

3月出生者で白石地区の方

三住地区の方

3月出生者で越河、斎川、大平、大鷹沢、白川、福岡、
小原地区の方

福岡地区の方

斎川地区の方

昭和48年3月出生の方

　市民総ぐるみ
　　結核検診実施9月20日～10月4日

結核健康診断を9月20から10月4日までの日程で実施しま

す。

　もよりの会場で必ず受けましょう。

レ　検診　肺結核のほか、肺ガンや心臓肥大、気管支拡張症

　そのほかの病気もわかります。

〉　早期発見、早期治療　毎年検診を受けると、病気も早く

　発見され、早く治療できます。

》　妊婦の方　妊婦は妊娠4カ月及び5カ月以外は受診でき

　ません。

〉　感染　検診を受けすに、罹病して知らずにおると、可愛

　いい子供さんや、家族、附近の人に感染するおそれがあ

　｝）ます。

《対象者》職場や学校などで、検診を毎年受けている方や、

　小学校入学前の幼児を除く全市民

《通　知》結核健康診断通知書は昨年の調査で作成してお｝）

　ます。その後の異動（転入・転出・死亡・就職・退職・卒業）

　のあった家庭には、通知がいかない場合、または、対象

　以外の方に通知がいく場合があ1）ます。そのとき市役所

　衛生課又は出張所（分室）にご連絡してください。

　　尚不用の通知書は必ず返還してください。

　　　　　　　嚇癖

　　　　　　　　犬感つい～飼いJlめ　　　繍

休日当番医
日

5
12

15

曜

日

日

祝

内 科

引地医院⑤2036
柿崎医院⑤2210
亘理医院⑥3355

外 科

刈田病院　⑤2145
加藤（大）医院　⑥2653

朝倉病院　⑤2101

日

19

23

26

曜

日

祝

日

内 科

大沼医院　⑤2502
芭　医院　⑤2410
加藤〔司）医院　⑤2001

外 ・科

刈田病院⑤2145
銭谷医院⑤2010
宮城医院　⑤2062

8

…
麹


